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青森県総合学校教育センター 研究論文 [2016.3]

Ｇ２－０２

小学校 社会

社会的事象の意味を考え表現する力を育てる社会科学習の在り方

－ＩＣＴを活用した授業実践をとおして－

産業教育課 研究員 白 戸 一 也

要 旨

小学校社会科において，社会的事象の意味を考え，表現する力を育てるためのＩＣＴを活用し

た指導法の研究を行った。調べたことをプレゼンテーションソフトでまとめたことにより，新聞

作成より時間短縮や書き写す作業の軽減が図られた。そのため，発表や話合いの時間を設定する

ことができ，調べ学習と発表を生かした根拠や解釈を示しながらの話合いにつながることが示唆

された。

キーワード：小学校 社会 社会的事象 ＩＣＴ プレゼンテーションソフト

Ⅰ 主題設定の理由

「平成26年度学習状況調査実施報告書」（青森県教育委員

会）小学校社会の下北管内の結果を見ると，評価の観点別で

社会的な思考・判断・表現（設定通過率62.4％に対して45.1

％）に課題があることが分かった（表１）。社会的な思考・

判断・表現は，小学校学習指導要領（平成20年３月告示）の

５学年社会の目標の「社会的事象の意味について考える力，

調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする」

の部分である。この目標を実現するために，小学校学習指導

要領解説社会編（平成20年６月）では，「５学年の内容全体

の指導を通して，我が国の国土や産業に関する社会的事象に

ついて，学習問題に即して具体的に調査したり，地図帳や地

球儀，統計などの各種の基礎的資料を活用したりして調べる

ことができるようにする必要がある。また，調べたことや社

会的事象の意味について考えたことを，根拠や解釈を示しな

がら図や文章などで表現し説明することができるようにする

ことが大切である」としている。

社会的事象の意味を考え表現する力を育てるためのＩＣＴ

活用を考えた場合，県内のＩＣＴ環境が十分に整備されてい

ないという課題もある。「平成25年度学校における教育の情

報化の実態等に関する調査結果」（文部科学省）によると，

下北管内では，教育用コンピュータは十分に整備されている

ものの，電子黒板やデジタル教科書の整備率が低いことが分

かった（表２）。また，「児童のＩＣＴ活用を指導する能力」

で「わりにできる」若しくは「ややできる」と答えた人数の

割合が全国及び青森県ともに低いことが分かった（表３）。

そこで，どの学校にも設置されているＩＣＴの有効活用と，

児童によるＩＣＴ活用を社会科の課題解決の手段として考え

た結果，プレゼンテーションソフトを使って調べたことをま

とめ表現することが社会的事象の意味を考える力を育てるた

めに有効であると考え，本研究の主題を設定した。

表１ 平成26年度青森県学習状況調査

実施報告書 小学校 社会

表２ 市町村別コンピュータ設置状況

小学校

表３ 教員のＩＣＴ指導力の状況

小学校
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Ⅱ 研究目標

小学校社会科の学習において，社会的事象の意味を考え，根拠や解釈を示しながら説明する力を育てるた

めに，コンピュータなどの情報手段を活用して調べたことや自分の考えをＩＣＴを使ってまとめ，伝え合う

活動を取り入れることが有効であることを授業実践をとおして明らかにする。

Ⅲ 研究仮説

小学校社会科の学習において，コンピュータなどの情報手段を活用して調べたことや自分の考えをＩＣＴ

を使ってまとめ，伝え合う活動を取り入れると，社会的事象の意味を考え，根拠や解釈を示しながら分かり

やすく伝える発信能力や多様な表現方法が身に付くだろう。

Ⅳ 研究の実際とその考察

１ 研究の内容

(1) 情報教育について

ア 求められる資質

近年，急速なＩＣＴの普及とともに生活の様々な場面で情報化が進み，全ての国民が適切に活用する

能力が必要になってきている。児童生徒にとっても例外ではなく，「ＩＣＴを活用した教育の推進に関

する懇談会報告書（中間まとめ）」（文部科学省平成26年８月）によると，ＩＣＴを活用する意義とし

て，「特に我が国の未来を担う子供たちには，発達段階に応じて，ＩＣＴに適切に触れながら情報活用

能力を育成することが必要であり，学校教育においては各教科等の学習を通してその育成を図ることが

重要である」としている。このことから，ＩＣＴの特徴を生かしながら，積極的にＩＣＴを学習に取り

入れ，情報活用能力を育成していくことが必要であると考えられる。

イ 情報教育の系統性

情報教育については，発達段階を考慮して，学校全体として体系的に実施することが重要である。小

学校学習指導要領総則では，「各教科等の指導に当たっては， 児童がコンピュータや情報通信ネット

ワークなどの情報手段に慣れ親しみ， コンピュータで文字を入力するなどの基本的な操作や情報モラ

ルを身に付け， 適切に活用できるようにするための学習活動を充実するとともに， これらの情報手段

に加え視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること」とある。小学校で身に付けた

基礎的な情報活用能力が，中学校，高等学校の学習へとつながっていくことを考慮すると，ＩＣＴ活用

を積極的に取り入れながら，基本的な操作を確実に身に付けさせることが重要になってくる。特に，コ

ンピュータを活用して必要な情報を収集・選択し，調べたことや考えたことを表現する情報活用の実践

能力は，将来に渡って活用できるものである。したがって，本研究では，教科の目標達成の手段として

ＩＣＴを活用するとともに，小学校段階での情報活用能力を考慮したものにしたいと考える。

(2) プレゼンテーションソフトの活用

ア 目的

小学校学習指導要領解説社会編では，学校図書館や公共図書館，コンピュータの果たす役割が大きい

とする理由の一つとして，「児童一人一人が学習問題などを解決するために図書館やコンピュータなど

を活用する過程で，必要な資料を検索・収集する能力，分析・選択する能力，検討・吟味する能力，加

工・整理する能力などを習得することができる」とある。児童が調べたことや考えたことを表現するＩ

ＣＴには，ワープロソフト，表計算ソフト，プレゼンテーションソフトなどがあるが，他の児童にわか

りやすく一斉に伝える手段となると，プレゼンテーションソフトが適している。プレゼンテーションソ

フトを使って資料を作成する過程で，集めた情報を整理したり，総合して考えたりする活動が，社会的

事象の意味を考え，根拠や解釈を示しながら説明する力を育てるために有効であると考え，本研究では，

プレゼンテーションソフトの活用について取り上げるものとする。また，発表で終わるのではなく，話

し合う場を設定することで，社会的事象の意味を考える力を育てたいと考える。

イ メリット

プレゼンテーションソフトは，調べたことを，文字情報だけでなく，図やグラフなどを加えて，分か

りやすくまとめるができる。また，文字の修正も手書きに比べると容易である。これまでの授業実践で
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は，調べたことを口頭で伝えることが多かったが，全体で共有するためには，教師が板書する必要があ

った。単元の終末に新聞作成を取り入れることがあったが，作成に時間がかかり，展示する以外の活用

ができなかった。プレゼンテーションソフトは，発表を前提としているものなので，プロジェクタで投

影することによって調べたことを全体で共有することができる。新聞作成よりプレゼンテーションソフ

トによる資料作成の方が短時間ででき，話合いの時間を設けることができると考えられる。

ウ 方法と留意点

資料作成の前段階として，インターネットによる調べ学習の時間を設定する。調べた後，どのような

発表資料を作るのかイメージをもたせるために，教師が作成したものを提示することが必要である。ま

た，課題解決につながるホームページを簡単に見付けることができるように，検索する言葉のヒントを

与えたり，関係するホームページを示したりする。説明の文がホームページの引用のみにならないよう，

わかったことをノートに記述させる。説明に必要な図やグラフをコンピュータに保存させるが，著作権

の配慮から，どのホームページから得たものなのか記録させる。

資料作成に使用するプレゼンテーションソフトは，研究協力校の児童用コンピュータに導入されてい

るPowerPointとする。プレゼンテーションソフトには様々な機能が含まれているが，時間内に作成を完

了させるために，文字の入力と装飾，図の挿入など，最小限の機能を使用させる。資料作成の手順とし

ては，ファイルの作成と保存，タイトルの作成，図の挿入，文字入力などである。また，発表時間を２

分間に設定したことから，資料は２～３ページを目安にする。

(3) 発表について

発表の準備として，作成した資料のデータを事前に発表用コンピュータに保存しておき，黒板にはマグ

ネット式のスクリーンを設置しておく。児童は，順番にプロジェクタで投影された資料を使って発表する。

質問の場は設定せず，誰がどんな内容を発表したのかノートに要旨を記録させる。

(4) 話合いについて

話合いのテーマは，調べ学習と関連したものとする。初めに，前時に調べたことを短い言葉でカードに

書き，黒板に貼る活動を行う。次に，カードのグループ分けをし，どんな名前を付ければよいか考えさせ

る。それは，調べたことを数個にまとめることで，話合いを効率的に進めるためである。また，グループ

分けによって，特徴を捉えることができる。その後，グループ分けしたものの中から自分の考えを選び，

理由を示してノートに記述してから話合いを進める。そこでは，自分の考えの優位性を述べたり，他の意

見に対して質問をしたりしながら，社会的事象の意味を考えることになる。話合いの終末は，最終的にど

の取組がよいと思うか，理由を示して記述させる。

２ 検証授業について

(1) 単元の構成

検証授業は，５学年「わたしたちの生活と食糧生産」の中の小単元「水産業の盛んな地域」を取り上げ

た。小学校学習指導要領解説社会編の指導計画作成上の配慮事項で，「児童一人一人が自らの問題意識を

もち，学習問題に対して解決の見通しを立て，それに従って必要な情報を収集し，それらを活用・整理し

て問題を解決していく学習活動を構成することが大切である」とある。よって，前半に，魚を消費地に届

けるまでの仕組み，水産業で起きている問題を取り上げる。後半は，「水産資源を守るためにどのような

取組が行われているのだろうか」という課題についてインターネットを活用して調べた結果を発表し，話

合いをとおして水産業の未来について考えさせる展開である。また，１～４時間目は，資料からわかるこ

とや社会的事象の意味を考えさせるために，簡易実物投影機とコンピュータ，プロジェクタを活用し，拡

大提示した。（表４）

表４ 小単元「水産業の盛んな地域」の指導計画

学習課題 主な学習内容 評価 ＩＣＴ活用

①日本の水産業の 水産業が盛んな理由を， 水産業に携わる人々の工 ○簡易実物投影機

特徴を考え，学習 自然環境の面から考え，水 夫や努力について学習問題 ○プロジェクタ

問題をつくろう。 産業に携わる人々の工夫や を立て，予想，学習計画を ・水産業が盛んな理

努力について調べる学習問 考え，表現している。 由を考える。
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題をつくる。 （思考・判断・表現）

②魚をとるとき， 長崎漁港と焼津漁港の漁 漁業の分類や魚をとるた ○コンピュータ

どのような工夫を 業の種類や漁法を調べ，魚 めの漁法の違いや工夫があ ○プロジェクタ

しているのだろう をとるときの工夫について ることを理解している。 ・各漁法の特徴や工

か。 まとめる。 （知識・理解） 夫を考える。

③水揚げされた魚 水揚げされた魚の行方を 漁港には様々な機能があ ○簡易実物投影機

は，どのようにし 調べ，市場や加工場に送ら り，新鮮なうちに消費地へ ○プロジェクタ

て消費地に運ばれ れることや輸送の仕組みに 届ける工夫があることを理 ・漁港の施設や水揚

るのだろうか。 ついてまとめる。 解している。（知識・理解）げ後の仕組みを考え

る。

④水産業では，ど 漁業別の生産量や輸入量 水産資源の減少や輸入の ○コンピュータ

のような変化が起 の変化を読み取り，水産業 増加などを関連付けながら ○プロジェクタ

きているのだろう の現状と問題を考える。 資料を読み取ることができ ・グラフから水産業

か。 る。（技能） の問題を考える。

⑤水産資源を守る インターネットを利用し 水産資源を守る取組につ ○コンピュータ

ためにどのような て日本各地で行われている いて意欲的に調べている。 ・水産資源を守る取

取組をしているの 水産資源を守る取組につい （関心・意欲・態度） 組を調べる。

だろうか。 て調べる。 水産資源を守る取組につ

いて，インターネットで必

要な情報を集めることがで

きる。（技能）

⑥調べたことをコ 水産資源を守るための取 水産資源を守るための取 ○コンピュータ

ンピュータでまと 組と自分の考えをプレゼン 組について調べたことをコ ・調べたことをプレ

めよう。 テーションソフトでまとめ ンピュータを使ってまとめ ゼンテーションソフ

る。 ることができる。（技能） トでまとめる。

⑦調べたことを発 水産資源を守るための取 水産資源を守るための取 ○コンピュータ

表しよう。 組について調べたことを発 組について，その意味を考 ○プロジェクタ

表し合い，様々な取組の意 え適切に表現している。 ・調べたことを発表

味について考える。 （思考・判断・表現） する。

⑧水産業の発展の これからの水産業で大切 人々の工夫や努力によっ ○コンピュータ

ために何に取り組 だと思うことについて話し て食生活が支えられている ○プロジェクタ

んで行けばいいの 合い，水産業の未来につい ことと水産業の発展を考え ・話合いの仕方を理

だろう。 て自分なりの考えをもつ。 表現している。 解する。

（思考・判断・表現）

(2) 検証方法

研究の内容を基にして，検証授業を行った。実施期間は，平成27年９月１日～９月10日で，対象は，研

究協力校の５学年16名である。仮説の検証については，児童の作成したプレゼンテーション資料，話合い

の内容，ノートの記述，アンケート結果の分析によって行った。

３ 授業後の検証

(1) 児童の作成したプレゼンテーション資料の考察
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児童は，「水産資源を守るためにどのような取組をしているのだろうか」という学習問題に対して調べ

たことを，プレゼンテーションソフトを使って１時間でまとめた。ページ数は２～３ページ程度である。

児童は，前小単元でもPowerpointでまとめる学習を行っていたので，文字入力や図の挿入などの操作は習

得していた。しかしながら，ノートに記録した内容が不十分で，再度ホームページを閲覧するなど，調べ

たことを文章でまとめることに時間がかかっていた。全児童が，フォントのサイズや色を変え，見出しを

つけることができていた。また，16名中14名の児童が図や写真を挿入し，５名の児童はグラフを貼り付け

ていた。

児童Ａは，養殖と栽培漁業

について調べ，取組の概要を

まとめている。両者の違いは，

海に放流するかしないかだが，

その区別ができている。自分

の考えで，初めて養殖と栽培

漁業の取組を知った驚きを述

べている。図や写真を挿入し

て，つくり育てる漁業の説明

を加えると，さらによかった

のではないかと考えられる

（図１）。

児童Ｂは，魚つき保安林に

ついて調べ，魚が増えるまで

の仕組みを短い文章で分かり

やすくまとめている。木を植

えることよって魚を増やすこ

とにつながるという説明が，

他の児童に驚きを与えていた。

自分の考えの記述から，木を

植えることの魚以外への影響

も考えていることがわかる

（図２）。

児童Ｃは，３種類の水産資

源を守る取組を簡潔にまとめ

ている。関係する図を挿入し

ているので，説明が分かりや

すくなっている。ただし，自

分の考えの記述がなかった

（図３）。

児童は，様々な県のホーム

ページを調べ，複数の取組を

まとめていた。児童の調べた

ことを分類してみると，「制限」については９名，「つくり育てる漁業」については７名，「自然環境」

については６名であった。最後に「自分の考え」を載せていたのは，４名と少なかった。学習問題の「水

産資源を守るためにどのような取組をしているのだろうか」に対する答えは，取組の説明となるため，そ

れに対する自分の考えは答えづらいものであったと考えられる。「水産資源を守るためにどんな取組をす

ればよいだろうか」と設定すると，自分の考えを述べてその根拠として「この取組をするとこんな効果が

表れる」という説明ができることになる。また，「授業以外では許可なく図や写真を載せることができな

い」と著作権について触れたが，引用したホームページのタイトルを載せている児童がわずかだったため，

指導が不十分だったと考えられる。

(2) 話合いの考察

調べた取組をカードに書かせたが，一人で複数の取組を調べていたので，カードが黒板の大部分を占め

図２ 児童Ｂの作成した資料

図１ 児童Ａの作成した資料

図３ 児童Ｃの作成した資料
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ることとなった。児童が意見を出し合って，グルー

プ分けと名前が決定した。グループの名前は，取組

の特徴から「つくり育てる漁業」「自然環境」「制

限」と，ほぼ教師が予想していたものが話合いから

出てきた（図４）。

次に，上記の三つの取組の中から大切だと思うも

のを一つを選ばせ，その理由をノートに記述させた。

調べた取組と別のものを選んだ児童が９名と多く，

発表により視野を広げたことがわかる。

話合いでは，どの児童も理由を述べることができ

た。つくり育てる漁業の理由として「とるだけだと

魚の数は減るから，ほかの取組は時間がかかるか

ら」，自然環境の理由として「環境が悪いと魚のす

みかもえさも減るから，木を植えると海に栄養が行

き渡り魚が増えるから」，制限の理由として「簡単

に魚を増やすことができるから，産卵できる魚がい

ると魚が増えるから」などという意見が出た。これ

らの意見は，調べ学習と発表で得た知識が生かされ

ていた。また，三つのグループの中から一つを選ば

せることで，話合いが焦点化できた。「つくり育て

る漁業」が大切だという児童が８名と多かった。そ

れは，漁獲制限や自然環境を整える取組より「つく

り育てる漁業」が魚介類の生産量を高めるイメージ

とつながりやすかったためと考えられる（図５）。話合いのまとめとして，最終的な自分の考えを記述さ

せた。最初の意見から変わった児童は４名であったが，話合いによって考え直しをした結果の表れだと考

えられる。地域や魚介類の種類によって適している取組は変わってくるが，児童が三つの取組を比較し，

総合的に考え，日本の水産業にとって大切だと判断する過程が，社会的事象の意味を考える力を育てるこ

とにつながっていると考えられる。

(3) ノートの記述内容の考察

１時間目と８時間目に，「水産業に携わる人々にはどんな願いがあり，どんな工夫をしているのか」に

ついて記述させた。１時間目は，学習前なので，「たくさんの魚をとりたい」「魚を好きになってもらい

たい」「おいしい魚を食べてもらいたい」という自分の経験から予想して考えた記述がほとんどである。

８時間目の記述では，水産資源を守るための取組に触れるなど，調べ学習や話合いの意見が生かされた

記述が多くなっている。

児童Ｄは，資料には「制限，自然環境，つくり育

てる漁業」の取組についてまとめていた。話合いで

は，「自然環境」を守ることが一番大切だという考

えであった。まとめでは，水産業に携わる人の願い

として「魚が減らないようにしたい」「きれいな環

境を守りたい」という内容を記述している（図６）。

児童Ｅは，資料には「小さい魚をとらないように

する」ことをまとめていたが，他の児童の発表から

「栽培漁業」が大切だという考えに至り，まとめに

記述している（図７）。

児童Ｆは，資料には「魚つき保安林」についてまとめていた。話合いでも「自然環境」を守ることが一

番大切だと主張していた。まとめでは，他の児童の意見も取り入れて，養殖や制限についても触れている

（図８）。

図４ 取組のグループ分け

図５ 大切だと思う取組

図６ 児童Ｄのノート
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その他，まとめの記述には，「魚をとりすぎるといなくなるから，栽培漁業に取り組んだり，海の環境

を整えたりして，ぼくたちの食生活を支えている」「水産業にとって一番大切なことは，魚を減らさない

こと。そのために，制限をしたり，海の環境を守ったりしている」「小さい魚をとらないことや，魚を育

てることがいいと思った」などという記述が見られた。調べ学習では得られなかった知識が，他の児童の

発表から得られ，かつ話合いでそれぞれの取組の長所や短所を考えたことで，水産資源を守るために様々

な取組をしているという社会的事象の意味を考えるようになったと言える。しかしながら，「何のために

水産資源を守るのか」という問いを設定することで，現在の取組が未来の自然環境や食生活を守ることに

つながっていることに気付かせることができたのではないかと考えられる。

(4) アンケート結果の考察

小単元の学習の前後に，社会科の学習に対するアン

ケート調査を行った（図９）。「社会科の学習は好き

だ」という項目で「そう思う」と答えた児童が増加し

た理由は，インターネットでの調べ学習やプレゼンテ

ーションソフトでまとめる活動が意欲・関心につなが

ったことが推測される。児童は，いろいろなホームペ

ージを閲覧し，工夫しながら資料を作成していた。ま

た，コンピュータの操作方法を教え合う交流の姿も見

られた。

「理由を述べて発表することができる」が向上した

理由は，自分の考えの根拠として調べ学習で得た知識

を生かして話合いに参加することができたためだと考

えられる。単元終末の話合いでは，理由を示しながら

考えを述べることが苦手な児童が，積極的に発表する

姿も見られた。

「自分の考えを資料などを使って説明することがで

きる」の項目が向上した理由は，全員に発表する機会

を与えたことによると考えられる。事前練習の時間が少なかったにもかかわらず，児童は内容を整理して

発表していた。調べたことを伝えたいという思いと，資料を完成させることができた達成感によるものだ

と考えられる。

「学習したことを基に自分の考えをまとめることができる」の項目が向上した理由は，１時間ごとの学

習のまとめで，自分の考えを記述させたことによると推測される。また，単元終末の話合いによって，考

え直しをしたり，他の意見を取り入れたりしながら，自分の考えを整理してまとめることができたためだ

と考えられる。以上の結果から，社会の学習にＩＣＴを活用してことで，児童の表現に対する意識が高ま

ったと言える。

Ⅴ 研究のまとめ

本研究では，県学習状況調査実施報告書社会の課題である社会的な思考・判断・表現に着目し，社会的事

象を考え表現する力を育てるための指導法の研究を行った。今あるＩＣＴの活用を考え，コンピュータのプ

レゼンテーションソフトを活用する授業展開を考えたが，児童は，調べたことをまとめる過程で社会的事象

の意味を考え，図や写真を挿入して工夫しながら資料作りをすることができた。また，全員が発表すること

で，多様な考えを全体で共有することができた。新聞作成より時間短縮や書き写す作業の軽減が図られ，話

図９ アンケート結果

図７ 児童Ｅのノート 図８ 児童Ｆのノート
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合いの場を設定することができ，その話合いも根拠を示しながらのものになった。以上のことから，プレゼ

ンテーションソフトを活用した学習は，社会的な事象の意味を考え表現する力を育てるために有効だったと

言える。また，プレゼンテーションソフトでまとめることができるようになると，ワークシートや新聞など

と同様に，表現の手段の一つとして選択することが可能になると考えられる。

プレゼンテーションソフトは，今後，デジタルカメラで撮影した写真を挿入したり，自分で作成したグラ

フを挿入したりするなどの活用もでき，他教科や総合的な学習の時間での活用も可能である。また，ファイ

ル操作や，文字の装飾，図の挿入などの身に付けたコンピュータ操作の基本的なスキルは，中学校や高等学

校の情報活用能力につながると考えられる。

Ⅵ 本研究における課題

総合的な学習の時間にプレゼンテーションソフトを使ってまとめ発表する事例は多数あるが，本研究では，

教科の目標を達成するための活用を取り上げた。教科での活用を考えた場合，プレゼンテーションソフトで

まとめるのが適切な単元かどうかを判断する必要がある。また，プレゼンテーションソフトによる資料作成

を単元の中に組み込む場合，児童が調べる必然性を感じる学習問題を設定することが重要になってくる。多

様な内容や考えが期待できない学習問題では，プレゼンテーションソフトを使う効果が低いと考えられる。

資料作成が教科・領域の目標達成の手段であって目的でないことを考慮すると，何のために資料を作成す

るのか，目的を明確にする必要がある。本研究では，水産資源を守るための取組について資料を作成させた

が，その意図を児童に感じさせる点が弱かったのではないかと考えられる。また，発表後に相互評価の場が

設定できると，表現力の向上に寄与することができると考えられる。
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